
　
　

日
時
＊　

令
和
元
年
十
月
二
十
四
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
月
二
十
五
日
（
金
）

　
　

会
場
＊　

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡

　

秋
深
ま
り
の
小
雨
の
日
、
二
日
間
で
行
わ
れ
、
東

部
中
部
西
部
の
民
間
施
設
長
一
九
〇
人
を
迎
え
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ
『
今
こ
そ
子
ど
も
の
最
善
の

利
益
を
見
つ
め
直
す
時
～
民
間
園
長
の
資
質
向
上
を

目
指
す
～
』
子
ど
も
の
権
利
条
約
が
国
連
で
採
択
さ

れ
て
か
ら
三
○
年
が
経
過
し
、
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
制
度
も
見
直
し
の
時
期
を
迎
え
た
今
、
園
の
役
割

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
よ

り
質
の
高
い
保
育
・
教
育
を
提
供
し
、
か
つ
安
定
し

た
施
設
管
理
を
行
う
た
め
、
民
間
園
長
会
の
果
た
す

べ
き
役
割
を
再
認
識
し
、
研
鑽
を
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
に
は
、
土
山
会
長
よ
り
今
年
度
の
状
況
情

報
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
日
目

【
講
義
①
】

 

『
保
育
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
』

　
　

静
岡
県
健
康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課
長

�

山
本　

智
ひ
ろ
氏

　

先
の
台
風
一
九
号
の
被
害
状
況
や
人
口
動
態
か
ら

の
制
度
過
程
、
消
費
税
一
〇
％
増
税
、
幼
児
保
育
の

無
償
化
等
新
し
い
制
度
と
合
わ
せ
て
お
話
を
頂
き
ま

し
た
。

＊
令
和
元
年
度
＊
　
＊
民
間
園
長
研
修
会
＊

Hoiku Shizuoka ─ 4



【
講
義
②
】

『
質
の
高
い
保
育
・
幼
児
教
育
に
向
け
て
の
現
状
と

課
題
』

　
　

お
お
わ
だ
保
育
園　

理
事
長

�

馬
場　

耕
一
郎
氏

　

少
子
化
の
進
行
と
人
口
減
少
社
会
、
堅
い
講
義
か

と
思
い
き
や
、
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
軽
や
か
な
口

調
と
活
気
で
お
話
が
進
み
、
大
変
興
味
深
く
聞
き
入

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
保
育
所
保
育
に
関
す
る
基

本
原
則
で
は
、
保
育
の
環
境
で
、
安
全
の
確
保
、
温

か
な
雰
囲
気
の
大
切
さ
を
子
ど
も
の
状
況
と
合
わ
せ

二
日
目

【
講
義
③
】

『
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
と
は
何
か
～
子
ど
も
権
利

条
約
の
原
点　

コ
チ
ャ
ッ
ク
先
生
か
ら
学
ぶ
～
』

　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
保
育
者
支
援
協
会

　
　
　

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

�

新
保　

庄
三
氏

　
「
親
に
な
れ
か
ら
の
支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
は
、
希
望
と
夢
を
持
っ

て
自
分
の
世
界
に
生
き
る
、
自
ら
の
個
性
を
持
つ
人

間
で
す
。
改
め
て
子
ど
も
に
つ
い
て
十
分
な
意
識
の

中
で
育
て
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
に

責
任
を
持
ち
ま
し

た
。

　

懇
親
会
で
は
、
各

園
同
士
の
交
流
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、

貴
重
な
時
間
と
空
間

を
共
有
い
た
し
ま
し

た
。
充
実
し
た
研
修

会
、
今
後
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
今
後

の
展
望
で
は
、
保
育
士
の
業
務
負
担
軽
減
に
関
す
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
課
題
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
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